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連 合 よ こ は ま

２
つ
の
県
議
団
へ
要
請
行
動
を
実
施
!!

横
浜
地
域
連
合
高
橋
議
長
は

「
横
浜
地
域
連
合
は
『
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実
現
』

を
め
ざ
し
、
政
策
・
制
度
要
求
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

取
り
組
み
は
、
拡
大
す
る
格
差
社

会
を
是
正
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う

な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
の
役

割
と
し
て
、
社
会
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
提
言
は
各
地
区
連

合
、
産
別
、
構
成
組
織
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
盛
り
込
み
53
項
目
の

課
題
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
。

政
策
実
現
に
向
け
て
誠
意
あ
る
対

応
を
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

林
横
浜
市
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
政

策
の
土
台
と
な
る
次
期
の
中
期
4

か
年
計
画
に
つ
い
て
、
今
ま
さ
に

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
中
期
計
画
の
策
定
は
3
度
目
、

予
算
編
成
は
10
度
目
に
な
る
。
こ

の
間
、
待
機
児
童
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
子
育
て
支
援
、
教
育
や
防

災
施
策
の
拡
充
な
ど
を
進
め
、
賑

わ
い
づ
く
り
や
企
業
誘
致
な
ど
の

経
済
活
性
化
策
で
も
、
着
実
に
実

績
を
積
み
重
ね
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
格

差
の
拡
大
や
企
業
の
人
手
不
足
な

ど
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
て
い

る
。
甚
大
化
す
る

災
害
へ
の
備
え
も
、

喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も

真
摯
に
、
市
民
生

活
と
地
域
経
済
の

足
元
を
見
つ
め
、

必
要
な
手
立
て
を

し
っ
か
り
と
講
じ

て
い
く
」
と
挨
拶

し
た
。

引
き
続
き
行
わ

れ
た
重
点
政
策
の

説
明
で
は
、
加
藤

議
長
代
行
か
ら
、

格
差
社
会
問
題
と

安
全
安
心
な
街
づ

く
り
を
視
点
に
、①

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

の
取
り
組
み
、②
ハ
マ
弁
の
利
便

性
向
上
に
む
け
た
取
り
組
み
、③

災
害
に
備
え
る
横
浜
市
強
靭
化
地

域
計
画
つ
い
て
確
認
を
し
た
。

林
市
長
か
ら
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
は
、
食
品

ロ
ス
削
減
と
社
会
貢
献
に
つ
な
が

る
活
動
で
あ
る
。
市
内
で
の
認
知

度
を
高
め
、
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ハ
マ
弁
は
夏
季
休
業
明
け

よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
段
階
的
に

進
め
る
。
献
立
内
容
の
充
実
、
当

日
注
文
の
試
行
、
一
括
注
文
の
導

入
、
温
か
い
お
か
ず
の
提
供
や
利

便
性
向
上
の
取
り
組
み
も
試
行
し

て
い
く
。
強
靭
化
地
域
計
画
は
、

安
全
で
安
心
し
て

過
ご
せ
る
強
靭
な

都
市
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
平
成

30
年
度
中
の
策
定

を
め
ざ
し
て
い

る
。
災
害
時
を
見

据
え
た
都
市
基
盤

整
備
や
公
共
施
設

の
保
全
・
更
新
を

進
め
る
と
と
も

に
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の

防
災
教
育
、
地
域

に
お
け
る
見
守
り

活
動
の
充
実
な
ど

の
人
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
を
進

め
、
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら

取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
」
と
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
、
閉

会
し
た
。
回
答
は

12
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
る
。

横
浜
地
域
連
合
は
、
7
月
26
日（
木
）高
橋
議
長
以
下
、
五
役
・

地
区
連
合
代
表
、
政
策
委
員
の
出
席
に
よ
り
、
連
合
神
奈
川
と

と
も
に「
2
0
1
9
年
度
に
向
け
た
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言
」

を
横
浜
市
へ
提
出
し
た
。

高橋議長から林横浜市長へ要請書を渡す（手交式）

9
月
13
日
に
は
、
立
憲
民
主
党
・

民
権
ク
ラ
ブ
神
奈
川
県
議
会
議
員

団
へ
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。
横

浜
地
域
連
合
か
ら
は
的
場
議
長
代

行
を
は
じ
め
五
役
、
各
地
区
連
合

代
表
者
、
政
策
委
員
が
参
加
し
た
。

立
憲
民
主
党
・
民
権
ク
ラ
ブ
県
議

団
か
ら
は
、
山
口
裕
子
副
団
長
を

は
じ
め
、
市
内
選
出
の
11
議
員
が

参
加
し
た
。

進
行
は
岸
部
都
県
議
が
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
し
て
的
場
議
長

代
行
、
計
屋
珠
江
県
議
が
挨
拶
し
、

要
望
書
を
手
交
し
た
。
そ
し
て
、

道
路
交
通
課
題
の
具
体
的
な
要
望

に
つ
い
て
、
柴
田
事
務
局
長
代
理

が
説
明
し
た
。

９
月
18
日
に
は
、
か
な
が
わ
国

民
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
神
奈

川
県
議
会
議
員
団
へ
の
要
請
行
動

を
行
っ
た
。
横
浜
地
域
連
合
か
ら

は
高
橋
議
長
を
は
じ
め
五
役
が
参

加
し
た
。
か
な
が
わ
国
民
民
主
党
・

無
所
属
ク
ラ
ブ
県
議
団
か
ら
は
、

戸
塚
区
選
出
の
曽
我
部
久
美
子
団

長
を
は
じ
め
、
藤
沢
市
選
出
の
齋

藤
県
議
と
逗
子
葉
山
選
出
の
近
藤

県
議
が
参
加
し
た
。
高
橋
議
長
と

曽
我
部
団
長
の
挨
拶
の
後
、
要
望

書
を
手
交
し
、
具
体
的
な
要
望
内

容
に
つ
い
て
柴
田
事
務
局
長
代
理

が
説
明
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
県
議
団
か
ら
は
、

「
要
望
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
に

努
力
す
る
」
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
要
望
に
よ
っ
て
は
地
元
住

民
か
ら
も
同
様
の
も
の
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
す
で
に
県
警
に
要
請

を
し
て
い
る
も
の
、
要
請
の
結
果

改
善
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ

と
が
各
県
議
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

「
2
0
1
9
年
度
に
向
け
た
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言
」
を
横
浜
市
へ
提
出

横浜地域連合は「2019年度に向けた政策・制度要求と提
言」に関わり、道路交通課題を中心に、県議団に改善要望の
実現に向けて、要請行動を行った。

計屋県議へ要請書を渡す的場議長代行

曽我部団長へ要請書を渡す高橋議長

「
安
心・安
全・安
定
の
市
政
」「
住
み
や
す
い
横
浜
」を
め
ざ
し
て

民権フォーラム横浜市会議員団
への要請行動を行う!

要
請
行
動
に
は
民
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
市
会
議

員
団
か
ら
20
名
が
出
席
し
、
望
月
高
徳
政
調

会
会
長
の
進
行
で
進
め
ら
れ
た
。
は
じ
め
に

高
橋
議
長
か
ら
川
口
た
ま
え
団
長
に
要
請
書

を
提
出
し
、「
要
求
と
提
言
」
の
概
要
に
つ

い
て
柴
田
事
務
局
長
代
理
が
説
明
を
行
っ
た
。

続
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
こ
ど
も

食
堂
の
役
割
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
外
国
人
雇
用
の
現
状
に

つ
い
て
、
中
学
校
昼
食
に
関
わ
る
課
題
に
つ

い
て
な
ど
、「
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言
」

の
実
現
に
向
け
、
意
見
を
交
わ
し
た
。

政
策
の
実
現
に
向
け
、
改
め
て
横
浜
地
域

連
合
と
民
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
市
会
議
員
団
と
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
要
請
行

動
を
終
了
し
た
。

8
月
8
日
（
水
）、横
浜
地
域
連
合
は
「
2
0
1
9
年
度
に
向
け
た
政
策
・

制
度
要
求
と
提
言
」
の
実
現
に
向
け
て
、
高
橋
議
長
以
下
五
役
、
地
区
連

合
代
表
者
、
政
策
委
員
で
民
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
横
浜
市
会
議
員
団
へ
の
要
請

行
動
を
行
っ
た
。

川口団長へ要請書を渡す高橋議長
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連
合
神
奈
川
と
横
浜
地
域
連

合
で
は
、
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
、
多
く
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
た
こ
の
時
期
を

「
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
」
と
位
置

づ
け
、毎
年「
連
合
神
奈
川
ピ
ー

ス
ウ
ィ
ー
ク
行
動
」
を
実
施
し

て
い
る
。

高
橋
議
長
か
ら
の
主
催
者
代

表
挨
拶
、
渡
辺
横
浜
市
副
市
長

か
ら
の
挨
拶
で
は
、
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
る
と
と
も
に
、「
一

日
も
早
く
戦
争
や
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

そ
の
後
の
マ
イ
ク
リ
レ
ー
で

も
、
立
憲
民
主
党
と
国
民
民
主

党
の
各
級
議
員
か
ら
、
核
兵
器

の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

実
現
す
る
た
め
の
訴
え
が
行
わ

れ
、五
役
や
議
員
を
中
心
に「
連

合
神
奈
川
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
」

の
ロ
ゴ
入
り
丸
う
ち
わ
の
配
布

も
同
時
に
行
っ
た
。
さ
ら

に
高
校
生
平
和
大
使
が
、

「
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い

『
平
和
な
瀬
鵜
飼
の
実
現
』

を
求
め
る
署
名
」
の
取
り

組
み
と
し
て
、「
高
校
生

一
万
人
署
名
活
動
」
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
、
署
名

活
動
を
行
っ
た
。

２
０
１
８
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
行
動

署名を呼びかける高校生平和大使と高橋議長

8
月
4
日（
土
）、Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
広
場
に
お
い
て
「
２
０

１
８
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
行
動
」
を
実
施
し
た
。
猛
暑
の
中
、
高

橋
議
長
は
じ
め
五
役
、
横
浜
市
か
ら
渡
辺
副
市
長
、
立
憲
民
主

党
と
国
民
民
主
党
の
各
級
議
員
お
よ
び
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
な

世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
高
校
生
平
和
大
使
が
参
加
し
た
。

参加者の集合写真

今回配布した備蓄を呼びかけるチラシ

主催者代表挨拶をする高橋議長

工場の様子

挨拶する横浜市渡辺副市長

西日本豪雨災害
支援カンパを呼びかけ

2018防災・減災のつどいを開催
～西日本豪雨被災害支援カンパも実施～

―
2
0
2
0
年
ま
で
に
地
球
上
か
ら
す
べ
て
の
核
兵
器
を
な
く
そ
う
―

防
災
・
減
災
の
つ
ど
い
に
合
わ
せ
て
、

西
日
本
豪
雨
災
害
支
援
カ
ン
パ
も
実
施

し
た
。
1
時
間
あ
ま
り
の
活
動
で
あ
っ

た
が
、
3
8
，3
2
0
円
が
集
ま
っ
た
。

今
年
は
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪

雨
、
台
風
災
害
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
と
全
国
各
地
が
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
の
が
自
然
災
害
。
今
後
も
横
浜
地
域

連
合
で
は
防
災
・
減
災
の
つ
ど
い
を
通

じ
て
、
防
災
・
減
災
に
対
す
る
意
識
づ

け
、
備
え
の
大
切
さ
を
市
民
の
皆
様
へ

訴
え
て
い
く
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

コラム「るーぷ」

私
は
会
社
の
硬
式

野
球
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
厳
し
い

練
習
に
耐
え
頑
張
っ

て
い
た
こ
と
を
記
憶

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
現
役
当
時

は
、
勝
つ
た
め
に

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
徹
し
、
時
に
は
心
を
鬼
に
し
て
仲
間
と

ポ
ジ
シ
ョ
ン
争
い
を
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
独
特

の
鍛
錬
方
法
で
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

例
に
挙
げ
る
と
、
仲
間
と
の
目
標
や
約
束
・
時
間
を
守

る
と
い
う
団
結
力
、
大
き
な
緊
張
は
仲
間
と
共
有
し
て
そ

れ
を
バ
ネ
に
す
る
集
中
力
、
良
い
と
き
悪
い
と
き
な
ど
変

化
に
応
じ
た
行
動
が
と
れ
る
判
断
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
れ
も
が
今
の
社
会
生
活
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
運
動
も
‚
組
合
員
の
幸
せ
づ
く
り
‘
と
い
う
大
目

標
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
経
験
を
生
か
し

て
、
昼
も
夜
も
労
働
運
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 横浜地域連合議長代行

加藤　健之

column ”Loop”

9
月
1
日（
土
）、
横
浜
地
域
連
合
は
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
広
場
に
お
い
て
「
2
0
1
8
防
災
・
減

災
の
つ
ど
い
」
を
実
施
し
た
。
高
橋
議
長
は
じ
め
五
役
、
各
地
区
連
合
役
員
、
立
憲
民
主
党
と
国

民
民
主
党
の
各
級
議
員
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
た
。
今
年
は
街
頭
活
動
形
式
で
、
災
害
発
生
時
の

在
宅
避
難
に
備
え
て
、食
料
品
や
日
用
品
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
と
も
に
配
布
し
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
呼
び
か
け
た
。

・


